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(57)【要約】
　内視鏡スリーブは、間隔をおいて配置された突出要素
がそこから延在する管状部材を備える。この突出要素は
、管状部材の近位方向および遠位方向の両方に向かって
屈曲可能である。突出要素を近位方向に向かって屈曲さ
せるのに必要な力（挿入力）は、突出要素を遠位方向に
向かって屈曲させるのに必要な力（抜去力）より小さい
。抜去力が増加するにつれて、突出要素の外周は小さく
なる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　間隔をおいて配置された複数の突出要素がそこから延在する管状部材を備え、前記突出
要素は、前記管状部材の近位方向および遠位方向の両方に向かって屈曲可能であり、前記
突出要素を前記近位方向に向かって屈曲させるのに必要な力（挿入力）は、前記突出要素
を前記遠位方向に向かって屈曲させるのに必要な力（抜去力）より小さく、前記抜去力が
増加するにつれて、前記突出要素の外周が小さくなり、前記遠位方向に向かって屈曲する
前記突出要素の抵抗を増加させる構造をさらに備える、内視鏡スリーブを備える装置。
【請求項２】
　前記構造は、前記遠位方向に向かって屈曲するとき、前記突出要素が当接する隆起部を
備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記構造は、可変の直径を有する前記突出要素または羽根を備える、請求項１に記載の
装置。
【請求項４】
　前記構造は、一定の、または可変の直径を有する少なくとも１つの連続的なねじの形状
を含む前記突出要素を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記構造は、スコープの挿入中は平らになり、スコープの引抜き中は巻き返す、個別の
回転する羽根を含む前記突出要素を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記構造は、前記スリーブの管状部材に連結された可撓性のアーチを含む前記突出要素
を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記突出要素は、前記内視鏡上で軸方向に摺動するように配置されて、前記スリーブの
直径を大きく、また小さくする、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記構造は、軸方向に摺動するカバーを備え、前記突出要素は、前記軸方向に摺動する
カバーによって選択的に覆われ、または露出される屈曲可能な羽根を備える、請求項１に
記載の装置。
【請求項９】
　前記構造は、紐を備え、前記突出要素は、その一方の面で、その遠位の屈曲を制限する
前記紐と結び付けられる、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記管状部材は、前記内視鏡から素早く取り外すことを可能にする剥離片を備える、請
求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記スリーブの前記管状部材は、内向きに角度を付けられたフィンを備える、請求項１
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記スリーブの前記管状部材は、径方向に伸びることができる溝を有して形成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記スリーブの前記管状部材の一部に、またその上に取付け可能な締付けリングをさら
に備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記締付けリングは、前記管状部材に形成された隆起部の上に取り付けられる、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記構造は、リングの基部から突出する追加的な突出要素の、分離された遠位の層を備



(3) JP 2018-515255 A 2018.6.14

10

20

30

40

50

え、前記追加的な突出要素は、前記最初に述べた突出要素より剛性で、前記管状部材の外
径より小さな内径を有する、請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外付けの突出部、たとえば完全なリングまたは部分的なリングもしくは羽根
を有し、詳細には大腸内視鏡だがこれに限定されない医療用内視鏡と共に使用される、ス
リーブまたはカフに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の検査／処置では、可撓性の器具を使用して、胃腸管や他の多くの管などの体管
腔を見る。この器具は、屈曲部を迂回して画像を伝達して、画像をスクリーンのディスプ
レイに表示することができる、光ファイバカメラまたは電荷結合素子（ＣＣＤ：ｃｈａｒ
ｇｅ－ｃｏｕｐｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ）カメラを備える。
【０００３】
　たとえば、大腸内視鏡検査および小腸内視鏡検査は、腸の健康状態を評価するのに最も
効果的な技法である。しかし、これらは潜在的に深刻な合併症の重大なリスクが付随する
、不便で、不快で、高額な処置である。さらなる欠点は、患者および医療従事者にとって
同じように時間がかかることである。
【０００４】
　大腸内視鏡検査および内視鏡処置に関連する、さらなる追加の重大な難点は、一般に以
下の通りである。
　第１に、結腸内面の解剖学的構造は、多くのひだを有する。内視鏡の先端が結腸の管腔
に沿って通過するとき、これらのひだにより、内視鏡医が粘膜の表面全体を可視化する能
力、特に、これらのひだの近位面に巻き込まれている前癌病変および癌病変を抜管中に発
見する能力が制限される。
【０００５】
　第２に、この先端の位置を、病変またはポリープが発見されたときから任意の治療手順
が完了するまで維持するのが、困難である可能性がある。大腸内視鏡が動いているとき、
この先端は、一定の速さで後退せず、むしろ、挿管中、内視鏡の軸を覆って折りたたまれ
ている結腸の、屈曲部または長い部分を越えるときは特に、急に動き、滑る。この装置の
先端は、後方へ滑る可能性が常にあり、それにより、臨床医は先端の位置を見失うことに
なる。先端の位置を見失った場合、臨床医は、治療手順を継続するために、病変またはポ
リープを再位置決めすることを求められる。
【０００６】
　第３に、腸組織は可撓性であり、スコープの遠位端を覆って垂れ下がり、カメラの視野
／ビデオの画像を乱す可能性がある。
　第４に、糞便および水分の残りが結腸の壁を隠し、結腸組織の適切な検査が妨げられる
可能性がある。
【０００７】
　腸は長く、渦巻き状であるため、大腸内視鏡処置は簡単ではない。腸は、ある所では腹
膜で繋ぎ止められ、他の所では比較的遊離している。内視鏡の先端が急カーブに行き当た
ったとき、内視鏡がより一層差し込まれるのにつれて、結腸の遊離部分は「輪」を作り、
内視鏡がこの屈曲部を通り抜けるのを困難にする。
【０００８】
　ＰＣＴ特許出願ＷＯ２０１１／１４８１７２および日本特許出願第２００２２１４９５
４０号の両方は、医療用スコープの遠位部分用のスリーブについて説明する。このスリー
ブは、先端および基部を有する、移動可能で、外付けで、角度を付けられた複数の突出要
素を有し、この突出要素は、静止した角度の位置から、突出要素の先端が医療用スコープ
の長手方向軸に対して実質的に平行である位置への間、および医療用スコープの長手方向
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軸に対してほぼ垂直に傾いた位置への間で移動可能である。この装置は、医療用スコープ
が前方に（遠位に）動いているときは突出要素を閉じ、医療用スコープを（近位に）引き
抜く間は突出要素を開くものであり、それによって、スコープを引き抜く間（のみ）、よ
り望ましい結腸粘膜検査のために、結腸のひだを開くのを助ける。しかし、前述の解決策
には課題がある。腸のスクリーニングは、通常は、１回の引抜き動作ではなく、前後方向
の短い動きによって行われるので、そのような突出要素は、医療用スコープの長手方向軸
に対して垂直な位置に到達しない可能性がある。
【０００９】
　ＰＣＴ特許出願ＷＯ００／１３７３６は、心血管系への経皮的挿入用の装置について述
べる。これは、遠位端を有するカテーテルまたはカテーテルガイド、およびカテーテルの
遠位の先端に隣り合って位置する、可撓性があり、固定的に延在し、概ね径方向の突起（
たとえば、薄い可撓性のフィンまたは径方向に間隔をおいて配置されたフィン）を備える
。
【００１０】
　ＰＣＴ特許出願ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０４４４０７は、間隔をおいて配置された複数
の突出要素がそこから延在する管状部材を備える、内視鏡スリーブについて述べる。この
突出要素は、管状部材の近位方向および遠位方向の両方に向かって屈曲可能である。突出
要素を近位方向に向かって屈曲させるのに必要な力（挿入力）は、突出要素を遠位方向に
向かって屈曲させるのに必要な力（抜去力）より小さい。この突出要素は、スリーブの周
りに円周方向に、スリーブ長さに沿って配置された、複数の薄いリング（部分的なリング
または完全なリング）もしくは羽根でもよく、これらは、スコープを引き抜く間、互いに
当接し、または寄り掛かって、結腸のスクリーニング中の曲げ力を増加させる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本明細書において「医療用内視鏡装置」が示すものは、内視鏡、小腸内視鏡、胃内視鏡
、大腸内視鏡および他のタイプのスコープを包含するものであり、区別なく使用され、身
体／臓器／組織管腔または腔（区別なく使用される）の中に、またはそこを通って挿入さ
れる、すべての内視鏡器具を含むものである。内視鏡検査は、体管腔または腔内部の診察
および治療を含む。
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、間隔をおいて配置された複数の突出要素がそこから延在
する管状部材をそれぞれが備える、いくつかの内視鏡スリーブが提供される。この突出要
素は、管状部材の近位方向および遠位方向の両方に向かって、屈曲可能または移動可能で
ある。突出要素を近位方向に向かって屈曲させるのに必要な力（挿入力）は、突出要素を
遠位方向に向かって屈曲させるのに必要な力（抜去力）より小さい。突出要素は、遠位方
向より近位方向に向かって、より屈曲可能でもよい。
【００１３】
　スリーブの突出要素のいくつかは、少なくとも３つの位置相互間で移動可能であっても
よい。第１の位置では、突出要素は、内視鏡の長手方向軸に対し、垂直などの、ある角度
の傾斜をもって自由に突出する（いわゆる「静止位置」）。第２の位置では、スリーブ付
きの内視鏡が体管腔内に遠位に差し込まれるとき、薄い突出要素に挿入力が作用して、こ
れらの突出要素を内視鏡の軸に向かって近位に後方に押し、その結果、これらの突出要素
が傾斜し、さらには内視鏡の長手方向軸に対して実質的に平行にもなって、この装置およ
びスリーブ全体の直径を小さくすることができる。第３の位置では、内視鏡が患者の管腔
から近位方向に引き抜かれるとき、薄い突出要素が、抜去力により、今回は他方の方向に
（遠位に）屈曲する。突出要素は、体管腔の内面に軽く接する、または掴むように、内視
鏡の軸から扇形に広がり、延在する。抜去中、装置およびスリーブ全体の直径も、大きく
なってもよい。
【００１４】
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　突出要素は、スリーブの周りに円周方向に、スリーブ長さに沿って配置された、複数の
薄いリング（部分的なリングまたは完全なリング）もしくは羽根でもよい。１～３０の間
の数の突出要素が存在してもよいが、この数に限定はされない。いくつかの実施形態では
、突出要素は、単一のリングとして提供されてもよいことが理解されよう。それぞれの突
出要素は、厚みが同じでもよく、また、別々の突出要素が様々な厚みを有してもよい。こ
の突出要素の厚みは、外側へ延在する直径または外周に沿って可変でもよい。限定はされ
ないが、それぞれの突出要素の外径は、２０～６０ｍｍの間でもよく、より好ましくは３
０～５０ｍｍの間であり、厚みは０．２～２．０ｍｍの間、より好ましくは、０．３～１
．０ｍｍの間である。すべての突出要素が同じ直径でもよく、また、別々の突出要素が様
々な直径を有してもよく、また、任意の単一の突出要素が変更可能な直径を有してもよい
。突出要素は、１～１０ｍｍの間、より好ましくは２ｍｍ～５ｍｍの間の距離で、間隔を
おいて配置されてもよい。別々の突出要素向けに、様々なサイズの間隙が使用されてもよ
い。
【００１５】
　本発明の実施形態は、添付図面を参照して、以下にさらに述べられる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に従って構成されて機能し、内視鏡に取り付けられて体管腔
内に挿入される内視鏡スリーブの簡略図である。
【図２Ａ】体管腔内での内視鏡の遠位運動中の、本発明の一実施形態による内視鏡スリー
ブおよび内視鏡の簡略図である。
【図２Ｂ】体管腔内での内視鏡の近位運動中の、本発明の一実施形態による内視鏡スリー
ブおよび内視鏡の簡略図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態に従って構成されて機能し、リングまたは羽根に対して遠
位に配置された隆起部により、内視鏡スリーブの突出要素の、前方への（遠位の）屈曲が
制限される、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態に従って構成されて機能し、リングまたは羽根に対して遠
位に配置された隆起部により、内視鏡スリーブの突出要素の、前方への（遠位の）屈曲が
制限される、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図４】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、直径が可変である突出要素（
羽根）を備える、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図５】ねじの形状を有する連続的なリングとして構成された１つの突出要素を有する、
内視鏡スリーブの簡略図である。
【図６】ねじの形状を有する可変の直径の連続的なリングとして作られた１つの突出要素
を有する、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図７】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、突出要素が、巻かれた羽根で
ある、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図８】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、可撓性のアーチが、両側でス
リーブの管状部材に連結される、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図９】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、突出要素が、内視鏡上で軸方
向に移動可能な、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１０】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、羽根が、軸方向に摺動する
カバーによって折り重ねられる、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１１】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、羽根が、その遠位の屈曲を
制限する紐と結び付けられる、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１２】本発明の内視鏡スリーブを覆うために使用され、紐を引っ張ることによって取
り外され得る、内視鏡スリーブカバーの簡略図である。
【図１３】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、スリーブを容易に取り外す
ために、剥離片が、主管状部材スリーブに組み込まれた、内視鏡スリーブの簡略図である
。
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【図１４】本発明の別の実施形態に従って構成されて機能し、内側に角度を付けられた小
さなフィンが、主管状部材スリーブの一部であり、これらのフィンが、スリーブを取り付
ける力を減少させ、スリーブを取り外す力を増加させる、内視鏡スリーブの簡略図である
。
【図１５】内視鏡上に取り付けられ、本発明の一実施形態に従って構成されて機能する、
内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１６】図１６Ａは、いくつかの深い溝を有し、小径および大径の内視鏡に取り付けら
れる、内視鏡スリーブの管状部材の簡略図である。図１６Ｂは、いくつかの深い溝を有し
、小径および大径の内視鏡に取り付けられる、内視鏡スリーブの管状部材の簡略図である
。
【図１７】本発明の一実施形態に従って構成されて機能し、シールリングが、スリーブの
遠位部分上に取り付けられた、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１８Ａ】溝穴付き管状部材の遠位部分を有し、内視鏡上に自由に取り付けられ、シー
ルリングを使用して定位置に固定された、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１８Ｂ】溝穴付き管状部材の遠位部分を有し、内視鏡上に自由に取り付けられ、シー
ルリングを使用して定位置に固定された、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１９Ａ】第１の羽根の層がスリーブから分離され、締付けリングとして使用され得る
、内視鏡スリーブの簡略図である。
【図１９Ｂ】第１の羽根の層がスリーブから分離され、締付けリングとして使用され得る
、内視鏡スリーブの簡略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　ここで図１を参照するが、図１では、本発明の一実施形態に従って構成されて機能し、
内視鏡９に取り付けられ、胃腸管または他の体管腔のうちの結腸または他の部分などであ
るがこれらに限定されない体管腔８に挿入される、内視鏡スリーブ１０が示される。当技
術分野ではよく知られているように、内視鏡９は、体管腔を見るための１つまたは複数の
撮像装置７およびワーキング管腔６（ツールを差し込んで組織試料を採取するため、もし
くは洗浄または吸引のためなど）を有する。
【００１８】
　スリーブ１０は、少なくとも内視鏡の軸の遠位部分または先端領域を囲繞し（または部
分的に囲繞し）、それに沿って延在するように、内視鏡９の軸の遠位端上に取り付けるよ
うに配置される。
【００１９】
　本発明の非限定的な実施形態では、内視鏡スリーブ１０は、間隔をおいて配置された複
数の突出要素１４がそこから延在する、管状部材１２を備える。突出要素１４は、管状部
材１２の近位方向および遠位方向の両方に向かって屈曲可能である。本明細書で以下にさ
らに説明されることになるように、突出要素１４は、遠位方向より近位方向に向かって、
より屈曲可能である。図示された実施形態では、突出要素１４は完全なリングであるが、
部分的なリングまたは羽根でもよく、最初は管状部材１２に対して概ね垂直でもよい。
【００２０】
　スリーブ１０のすべての構成要素は、可撓性があり、弾力性があり、変形可能であるよ
うに、適当な生体適合材料で構成される。適当な材料の例は、ポリウレタン、天然ゴム、
シリコーンおよびシリコーンエラストマー材料などの、ポリマー、エラストマーおよびゴ
ムを含むが、これらに限定されない。これらの材料は、組織を保持し、さらに可視化でき
るように、透明であることが好ましい。
【００２１】
　管状部材１２および突出要素１４は、同じ材料で作られてもよく、また異なる材料で作
られてもよい。突出要素１４のうちのいくつかは、他の突出要素１４とは異なる材料で作
られてもよい。
【００２２】
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　次に、図２Ａを参照するが、ここでは、矢印１５で示されるような、体管腔８内での遠
位運動（挿入など）中の、内視鏡スリーブ１０および内視鏡９が示される。突出要素１４
は、近位に後方に屈曲し、管状部材１２に対して概ね平行でもよい。このように、突出要
素１４は、内視鏡が、体管腔内で遠位に進行するのを妨げない。
【００２３】
　図２Ｂでは、内視鏡スリーブ１０および内視鏡９は、矢印１７で示されるように、（内
視鏡の後退中または往復運動中などに）体管腔８内で近位に動かされる。体管腔内での内
視鏡の近位運動中、突出要素１４は、内視鏡による可視化およびひだのスクリーニングの
向上のために、体管腔８内の組織のひだに接してこれを広げるように、管状部材１２から
十分に離れて突出する。
【００２４】
　次に、図３Ａ～３Ｂを参照するが、ここでは、本発明の一実施形態に従って構成されて
機能する内視鏡スリーブ２０が示される。図３Ａに示される実施形態では、隆起部２３は
、管状部材１２の周りに、突起要素または羽根１４に対して遠位に設けられてもよい。体
管腔内での内視鏡の近位運動中、突起要素または羽根１４は、隆起部２３に当接し、それ
により、結腸をスクリーニングしている間、突起要素１４の曲げ抵抗が増加する。結腸へ
の挿入中は、隆起部２３は、羽根１４の動きを妨害せず、その結果、結腸へスリーブ２０
を挿入する間は、曲げ力が小さい。
【００２５】
　図３Ｂは、すべての、またはいくつかの突出要素または羽根１４が、隆起部２３より低
い高さの、薄い根元部２２（すなわち、羽根の他の部分より薄い）を備えてもよいことを
示す。これにより、スリーブ２０の挿入中は必要な曲げ力がさらに減少するが、スリーブ
２０の引抜きおよびスクリーニングの間はより大きな曲げ力が維持され、このことは、羽
根１４が隆起部２３に寄り掛かることによって結腸のひだを開く助けとなる。
【００２６】
　次に、図４を参照するが、ここでは、遠位方向より近位方向に向かってより屈曲可能で
あり、様々な羽根および部分的なリングの形状を有する、異なるタイプの突出要素３１を
示す、内視鏡スリーブ３０が示される。突出要素３１は、本明細書に述べられる、任意の
他の実施形態の組合せを含んでもよい。たとえば、図３Ａ～３Ｂの実施形態の構造が、図
４の実施形態のリング、部分的なリング、羽根、および任意の他のタイプの突出要素向け
に使用されてもよい。
【００２７】
　図４に示される羽根および部分的なリング３１は、たとえば、この羽根の一方の外端部
に対して他方の外端部で、可変の直径または異なる長さを有してもよい。たとえば、羽根
３１の一端３２での羽根の直径は、羽根３１の他端３３より小さくてもよい。この構造の
利点は、内視鏡の移動する方向が逆になる際に、羽根または部分的なリング３１が反転す
るとき、曲げ抵抗をさらに減少させること、および必要とされる反転力を増加させるため
に、羽根１４の先端または端部が反転中に互いにぶつかるのを防止することである。
【００２８】
　次に、図５を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能す
る内視鏡スリーブ４０が示される。この実施形態では、突出要素４１は、ねじの形状を有
する１つの連続的なリングであることが好ましい。この形状によって、スコープを回転さ
せる間、ひだを軸方向に動かすことが可能になり、またスコープを回転させることにより
、ひだを羽根４１から離すことが可能になる。この連続的なリングは、図６に示されるよ
うに、ねじの形状に沿って、異なる直径を有してもよい。２つ以上の連続的なリングが、
スリーブの設計に組み込まれてもよい。
【００２９】
　次に、図７を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能す
る、内視鏡スリーブ５０が示される。この実施形態では、突出要素５１は巻かれた羽根で
あり、これは、自由位置では、ばねのように巻かれる傾向がある。結腸のスクリーニング
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中、内視鏡が後方に動くとき、羽根５１は、スリーブ５０の直径が大きくなり、結腸のひ
だを開く助けとなるように巻き上がる（つまり、ますます多くの羽根の層が、このロール
内で、部分的に互いに重なる）。スコープの挿入中、スコープが前方に動かされるとき、
結腸の壁との摩擦によって巻かれた羽根が開き、その形状が、管状部材５２に対して平行
に配置された平坦で長い羽根に変わることによって、スリーブの直径が小さくなり、スコ
ープの挿入に対する抵抗が減少する。
【００３０】
　次に、図８を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能す
る内視鏡スリーブ６０が示される。この実施形態では、突出要素６１は、両側で管状部材
６２に連結された、可撓性のアーチである。
【００３１】
　次に、図９を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能す
る、内視鏡の可撓性スリーブ７０が示される。スリーブ７０は、アコーディオンの層また
は蛇腹のように構成された突出要素７１を備え、これは、伸ばされてその直径を小さくし
、また押しつぶされてその直径を大きくすることができる。自由に動いて内視鏡上を摺動
できる近位端７３とは対照的に、突出要素７１の遠位端（示されるように、リングの形状
でもよい）は、内視鏡の遠位の先端に、堅固に取り付けられる。スコープの挿入中（結腸
内へ前方に動く）、結腸との摩擦によって突出要素７１が後ろに押され、スリーブ７０の
直径が小さくなって、スコープへの挿入抵抗を低減する。後方へ動く間（スクリーニング
）、突出要素７１は後方へ摺動し、その直径を大きくして結腸のひだを開く。
【００３２】
　次に、図１０を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能
する、内視鏡スリーブ８０が示される。管状部材８２は、内視鏡の遠位端に取り付けられ
る。スリーブ８０は、スコープの挿入中、管状の摺動部材８３内に折り重ねられる、突出
要素８１を備える。摺動部材８３は、周辺部の摩擦歯８４を備えて形成されてもよい。ス
コープの挿入中、歯８４は、結腸を挟んでそれに引っ掛かることができ、その結果、摺動
部材８３が突出要素８１を覆って後方に動くことにより、突出要素８１が管状部材８３の
内側へ動き、それによって装置の直径が小さくなって、挿入がより容易になる。スコープ
の引抜き（スクリーニング）中、結腸のひだに「アイロン」をし（開いて平らにし）、ス
コープを中心に位置決めするために、摺動部品８３は、突出要素８１がより大きな直径に
展開するように、遠位に摺動し、突出要素８１を露出させる。
【００３３】
　次に、図１１を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能
する内視鏡スリーブ９０が示される。スリーブ９０は、非常に可撓性があり、容易に両側
に屈曲する突出要素９１を備える。スクリーニング中の十分な耐折性を確実として、ひだ
をアイロンするために、紐９２（またはいくつかの紐）が、あらゆる突出要素または羽根
９１と管状部材９３との間で結び付けられて、スコープの引抜き中、突出要素のバンディ
ング運動を制限する。「紐」という用語は、紐、バンド、ワイヤ、ロッド、糸、フィラメ
ントなどであるがこれらに限定されない、任意の細い要素を包含する。たとえば、紐９２
は、スリーブ９０および突出要素９１と同じ材料でできた、非常に薄く、屈曲可能な層を
備えてもよい。
【００３４】
　次に、図１２を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能
する内視鏡スリーブカバー１００が示される。スリーブカバー１００は、前に述べたいず
れのスリーブとも使用され得る。スリーブカバー１００は管であり、好ましくは薄いエラ
ストマーで作られ、これはスリーブを覆って手で取り付けられる。突出要素が、結腸内部
にスコープを挿入するのに適当な方向に折り重ねられる間、スリーブカバー１００が、内
視鏡スリーブを覆う。スリーブカバー１００は、スリーブの突出要素を十分に折り重ねる
ほどに剛性であり、たとえば、図１の突出要素１４では、スコープの挿入中、スリーブの
直径を最小にする。長い引紐１０１が、スリーブカバー１００に取り付けられてもよい。
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紐１０１は、内視鏡に対して平行に結腸内部に挿入され、患者の結腸から外へ延在する。
スコープの挿入が完了したとき、医師は、紐１０１を引っ張って、スリーブカバー１００
を後方に動かし、突出要素１４を露出させることができ、次いで突出要素１４が外側に展
開して、スコープの引抜き中および結腸のスクリーニング中、ひだを開き、アイロンする
。
【００３５】
　本発明の別の実施形態では、カバースリーブ１００は、内視鏡の作動長さ全体を覆って
取り付けられた、長いスリーブでもよい。引紐なしでも、カバースリーブ１００は、スコ
ープを引き抜く前に、手で直接後方に引っ張られて、突出要素を開いてもよい。
【００３６】
　本発明の別の実施形態では、カバースリーブ１００は、その遠位端で引紐に取り付けら
れてもよく、引紐１０１は、内視鏡のワーキングチャンネル６（図１参照）に通され得る
。突出要素を解放して、結腸のひだを展開し、アイロンし、結腸内のスコープを中心に位
置決めするために、スコープの引抜きおよびスクリーニングが始まる前に、引紐が引っ張
られて、スリーブカバーを、スコープのワーキングチャンネル内に通して遠位に引く。
【００３７】
　次に、図１３を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能
する、内視鏡スリーブ１１０が示される。スリーブ１１０は、スリーブ１１０を容易に取
り外すことができるように加えられた剥離片１１２を備える、管状部材１１１を有する。
剥離片１１２は、剥離動作を開始し、剥離片１１２を破り、スリーブ１１０を内視鏡から
容易に取り外すために、手順の最後に手で引っ張られ得る、突起した部分１１３を備えて
もよい。
【００３８】
　次に、図１４を参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って構成されて機能
する、内視鏡スリーブ１２０が示される。スリーブ１２０は、管状部材１２１を備え、管
状部材１２１は、内側に角度を付けられた小さなフィン１２２を備える。フィン１２２に
より、スリーブ１２０を内視鏡の遠位の先端上に容易に組み立てることが可能になるが、
スリーブ１２０を取り外すのに必要とされる力は増加する。これは、スリーブ１２０を取
り外すためには内側のフィン１２２が反転しなければならず、このことが、スリーブ１２
０を取り外すのに必要とされる引抜き力を著しく増加させることによる。
【００３９】
　本発明の別の実施形態では、本発明のスリーブは、組立てツールを使用して組み立てら
れてもよい。この組立てツールは、スリーブの管状部材を通って挿入され、次いで、スコ
ープ上でスリーブが容易に組み立てられるように、径方向に展開されてもよい。スリーブ
近位側を部分的に組み立てた後、このツールが引き戻される間、このスリーブは手で保持
されてもよく、それによって弾性のスリーブの主管の直径が小さくなり、その結果、内視
鏡の遠位端にきつくぴったりと嵌合する。
【００４０】
　本発明のすべての実施形態では、スリーブは、その管状部材を含めて、可撓性ポリマー
から作られてもよく、この材料の可撓性が、スリーブをスコープに取り付ける際に役立つ
。
【００４１】
　スコープのサイズまたは直径には多くのタイプがあるので、管状部材は、大きなスコー
プにはきつすぎ、小さなスコープには緩すぎる可能性がある。広い範囲の内視鏡直径を扱
うために、異なる内径の異なる管状部材を有する、様々なスリーブが提供されてもよい。
これは、使用者にとって紛らわしい可能性があり、この使用者が、間違ったタイプのスリ
ーブを選ぶ可能性があり、これにより、処置中に、スリーブがスコープから脱落すること
になる。別の欠点は、間違ったスリーブをスコープに取り付けるのは非常に困難であり、
場合によっては、スコープの先端を傷つける可能性があることである。
【００４２】
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　したがって、１つのタイプ、またはより少ないタイプのスリーブおよび管状部材を、す
べてのまたは大半の内視鏡直径向けに使用することができるように、いくつかの解決策が
、本明細書に示される。この解決策は、弾性の深い溝を有する管状部材、異なる（より可
撓性がある、またはより剛性がある）リングアタッチメントを有する管状部材、溝穴付き
／溝付きの管状部材、およびＯリングまたは可撓性がある平リングのアタッチメントを有
する溝穴付きの管状部材を含む。
【００４３】
　次に、図１５を参照するが、ここでは、本発明の一実施形態に従って構成されて機能し
、内視鏡１０２に取り付けられる、内視鏡スリーブ１１０が示される。
　スリーブ１１０は、少なくとも内視鏡の軸の遠位部分または先端領域１０３を囲繞し、
それに沿って延在するように、内視鏡１０２の軸の遠位端上に取り付けるように配置され
る。
【００４４】
　本発明の非限定的な実施形態では、内視鏡スリーブ１１０は、間隔をおいて配置された
複数の突出要素／羽根１１４がそこから延在する、管状部材１１２を備える。突出要素１
１４は、管状部材１１２の近位方向および遠位方向の両方に向かって屈曲可能である。
【００４５】
　スリーブ１１０のすべての構成要素は、可撓性があり、弾力性があり、変形可能である
ように、適当な生体適合材料で構成される。適当な材料の例は、ポリウレタン、天然ゴム
、シリコーンおよびシリコーンエラストマー材料などの、ポリマー、エラストマーおよび
ゴムを含むが、これらに限定されない。これらの材料は、組織を保持することができ、さ
らに可視化できるように、透明であることが好ましい。
【００４６】
　管状部材１１２および突出要素または羽根１１４は、同じ材料で作られてもよく、また
異なる材料で作られてもよい。突出要素１１４のうちのいくつかは、他の突出要素１１４
とは異なる材料で作られてもよい。
【００４７】
　次に、図１６Ａを参照するが、ここでは、相対的に小さな直径の内視鏡１０５に取り付
けられた管状部材１２２を備える、スリーブ１２０が示される。スリーブ１２０の管状部
材１２２は、１つまたは複数の溝１２３（３～６個の溝で十分な可能性がある）を備えて
形成されてもよい。
【００４８】
　溝１２３は比較的深く、好ましくは、管状部材１２２の弾性材料の薄層１２４を溝の位
置に残すが、内視鏡上に取り付けられる間、径方向の力が管状部材１２２に加えられると
き、薄層１２４が容易に伸びることができるように、この薄層１２４の厚みは０．５ｍｍ
より薄く、より好ましくは、０．２～０．３ｍｍである。
【００４９】
　スリーブ１２０が、大径の内視鏡１０４（図１６Ｂ）に取り付けられるとき、溝１２３
の基部に残っている薄層１２４の弾性材料は、伸びて、より大きな内視鏡１０５上への取
付けに対応する。
【００５０】
　溝１２３なしでも、管状部材１２２の周縁全体を伸ばすことができる可能性はあるが、
管状部材１２２の周縁全体を大径の内視鏡上に伸ばすのに必要な力は非常に大きく、その
ような取付けを非常に困難にし、内視鏡の、傷つきやすい遠位の先端の損傷を引き起こす
可能性がある。これに対して、溝１２３は、傷つきやすい遠位の先端を損傷させるおそれ
なしに、取付けをずっと容易にする。
【００５１】
　次に、図１７を参照するが、ここでは、管状部材１１２の内径が相対的に大きく、その
結果、管状部材１１２が、大径の内視鏡上でも自由に動く、内視鏡スリーブ１１０が示さ
れる。スリーブ１１０が内視鏡の遠位部分に自由に取り付けられた後、より小径のシール
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リング（たとえば、Ｏリングまたは平リング）１１５が、管状部材１１２の遠位部分上に
取り付けられてもよい。シールリング１１５は、内視鏡に向かって押しつぶされ、それに
よって管状部材１１２と内視鏡１０３の間の摩擦力を増加させる。シールリング１１５の
エラストマー材料は、スリーブの材料よりずっと強度および剛性があり、管状部材１１２
の外径より小さな内径を有し、それによって、広い範囲の直径の内視鏡上に、スリーブ１
１０を堅固に取り付けるのに十分な力を加え、内視鏡上のスリーブ位置を固定する。
【００５２】
　次に、図１８Ａおよび１８Ｂを参照するが、ここでは、管状部材１３２を有する内視鏡
スリーブ１３０が示される。管状部材１３２の遠位部分は、切削またはその他の方法で形
成されて、好ましくは管状部材１３２の遠位部の周りに均等に配置されるが必ずしもそう
でなくてよい隆起部１３３を作ってもよい。隆起部１３３は、突起要素または羽根１３４
の前方に（遠位に）のみ配置されてもよい。管状部材１３２の内径は相対的に大きく、そ
の結果、管状部材１３２は、大径の内視鏡上でも自由に動く。より小径のシールリング（
たとえば、平リングまたはＯリング）１３５は、スリーブ１３０が内視鏡の遠位部分に自
由に取り付けられた後、管状部材１３２の遠位部に、隆起部１３３を覆って取り付けられ
得る。シールリング１３５は、隆起部１３３を内視鏡に向かって押しつぶし、隆起部１３
３を屈曲させて、内視鏡の遠位部分の周縁に合わせる。シールリング１３５の直径は、管
状部材１３２および隆起部１３３の直径より小さい。広い範囲の直径の内視鏡上に、スリ
ーブ１３０および隆起部１３３を堅固に取り付けるのに十分な力を加えるように、シール
リング１３５のエラストマー材料は、スリーブの材料より剛性であり、かつ／または強度
がある。
【００５３】
　次に、図１９Ａおよび１９Ｂを参照するが、ここでは、本発明の別の実施形態に従って
構成されて機能する内視鏡スリーブ１４０が示される。スリーブ４０は、羽根１４１の前
面の層を備えてもよく、これは、スリーブ１４０から分離され、スリーブ１４０を作るエ
ラストマーよりも剛性および強度があるエラストマーで作られる。
【００５４】
　スリーブ１４０は、管状部材１４２を有し、この管状部材１４２の内径は、大径の内視
鏡上でも自由に動くように、相対的に大きい。羽根１４１の前面の層は、平坦な円形の基
部１４３を有してもよく、これは、スリーブ１４０が内視鏡の遠位部分に自由に取り付け
られた後、管状部材１４２の、より大径の遠位部分上に取り付けられる。』』
　前面の羽根の層１４１のエラストマー材料は、スリーブの材料より強度があり、管状部
材１４２の外径より小さな内径を有し、その結果、平坦な基部１４３は、広い範囲の直径
の内視鏡上にスリーブ１４０を堅固に取り付けるのに十分な力を加える。
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